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本日の内容

1.ラーニングアドバイザー制度とは

2.新座図書館におけるラーニングアドバイザー制度

◇特色

◇利用状況と事例

◇成果

◇課題と今後の発展

3.新たな新座キャンパス学習支援スペースの紹介

4.立教大学図書館で行っているその他の連携サービス



1. ラーニングアドバイザー制度とは

図書館が実施している学習支援サービス

大学院生によるピアサポート

学部学生へのレポート・論文作成支援

情報リテラシー教育の補完

ラーニングコモンズへの第一歩



1. ラーニングアドバイザー制度とは

場 所 時 間 期 間

図書館本館
旧館１階グループ閲覧室
(池袋キャンパス)

【月～金】
１２：００～１７：００
【土】（試験期のみ）
９：００～１２：３０

４月～７月、１０月～１月
（授業、試験期）

新座図書館
閲覧カウンター左側
(新座キャンパス)

【サービス概要】



2. 新座図書館における
ラーニングアドバイザー制度

◇特色

・相談しやすい環境

閲覧メインカウンター横に設置

・学部の特色に対応

新座設置の３学部からアドバイザーを依頼

心理学科の特質的な質問に対応



2. 新座図書館における
ラーニングアドバイザー制度
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2. 新座図書館における
ラーニングアドバイザー制度
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2. 新座図書館における
ラーニングアドバイザー制度

形式や書き方, 32.7%

図書・論文の探し方、

図書館の利用方法, 
12.5%

その他, 10.9%
引用文献と参考文献, 

8.9%

具体的な資料？？

を探しいてる, 8.5%

レポート現物につ

いての相談, 5.6%

レポートとは, 4.8%

テーマ？？につい

て探している, 4.8%

どんな資料を読ん

だらよいか, 4.4%

テーマの絞り方、

問題意識, 4.4%
書評と要約（感想

文）の違い, 1.2%
？？に関するデータを

探している, 0.8% 就職、入ゼミの書類の

書き方, 0.4%

【質問の種類別割合】



2. 新座図書館における
ラーニングアドバイザー制度

◇成果

・リピーターの増加

⇒制度の定着

・ラーニングアドバイザー自身の成長

⇒コミュニケーション能力の向上

・図書館とラーニングアドバイザーとの
更なる協力関係

いつでも、また
来てください！の一言



2. 新座図書館における
ラーニングアドバイザー制度

◇課題
・後期の利用伸び悩み
・学内への広報、周知
・池袋キャンパスのラーニングアドバイザーとの連携協力
・ラーニングアドバイザーの研修制度

◇今後の展開
・グループ学習エリアにおける、より積極的な活動
・ライティング・サポートのさらなる充実
・図書館における、その他の学習支援活動との連携





新たな新座キャンパス
学習支援スペースの紹介

 2012年4月オープンに向けて、準備中

新座図書館の新たなグループ学習エリア

各学部、新座事務部局、図書館との連携

無線ＬＡＮ、ノートＰＣ貸出などによるハード面

の充実

ラーニングアドバイザー配置などによるソフト面
の充実



新たな新座キャンパス
学習支援スペースの紹介

◇機能が異なる３つのエリアで構成

・グループ学習エリア

自由に机や椅子を組み合わせて、話し合いをしながら

グループ学習を行うエリア。

・多目的エリア

図書館企画の講習会を行うエリア。

通常は、グループ学習エリアに準じた利用。

・グループ学習室(8人～10人規模、4部屋）

用途に合わせて予約して利用する学習室。



立教大学図書館で行っている
その他の連携サービス

 学部との連携⇒ 授業内情報検索講習会

 メディアセンターとの連携⇒ 学生へのノートPC 貸出

 キャリアセンターとの連携⇒

図書館データベース講習会開催の広報依頼、

キャリアセンターから学生へのお知らせ配布、

キャリア情報パスファインダーの作成 など

 ボランティアセンターとの連携⇒

ボランティア関連図書一覧の作成

 大学教育開発支援センターとの連携⇒

学習支援連携及び共同シンポジウム開催 など



本日の事例発表が、少しでも皆様のお役に
立てばと願っております。

ご静聴ありがとうございました


